
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　注射針（１１６；１５；２３；４７）を含む事前充填注入装置の製造法において、
　・後端側に指保持要素（１０５；５；２６；５３）を備え、前端側に後退位置と拡張位
置の間で放射状に変形するのに適した外部固定要素（１０４；１２３；７－９；２７－２
９；５４－５６）を備えた、変形自在な 製の管状注射器本体（１０１；１２
１；１；２０；４２）を製造する過程と；
　・後端側に配置された、前記注射器本体の拡張位置で前記注射器本体の要素と対になっ
た内部固定要素（１１０；１１１；１１；３２；５９）を含む、注射器本体（１０１；１
２１；１；２０；４２）に沿って摺動することができるのに適した形状の管状保護管（１
０９；１０；３１；５８）を製造する過程と；
　・保護管（１０９；１０；３１；５８）の後端を注射器本体（１０１；１２１；１；２
０；４２）の前端に相対して装着して、前記保護管と注射器本体を互いに摺動させ、この
摺動が前記注射器本体の固定要素の放射状の後退によって可能になり、それによって、前
記保護管が注射器本体に沿って外部に延長し、前記注射器本体の前端が開放した、注入位
置で、注射器本体の指保持要素（１０５；５；２６；５３）に隣接して保護管（１０９；
１０；３１；５８）の後端を静止させる過程と；
　・注射器本体の外部固定要素（１０４；１２３；７－９；２７－２９；５４－５６）を
注射器本体の拡張位置に移動し、前記固定要素のさらなる放射状の変形を阻止するのに適
し、注射器本体の内面と対になった外面を有する、変形自在な 製の管状注射
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器本体より硬い材質の硬質事前充填容器（１１４；１３；３４；６１）を、注射器本体（
１０１；１２１；１；２０；４２）内に導入し、前記硬質容器がその中に含まれる液体を
注入するための手段（１１９、１２０；１８、１９；３７、３８；６２）を備えている過
程と；
　・注射器本体（１０１；１２１；１；２０；４２）と硬質容器（１１４；１３；３４；
６１）の互いの並進を固定する過程：
とを含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法において、注射器本体（１０１；１；２０；４２）が固定要素の
放射状の変形を可能にするのに適した、外部固定要素（１０４；７－９；２７－２９；５
４－５６）に相対する少なくとも１つの長手方向溝（１０２；２；２４；５１）を備えた
周辺壁を含んで製造されることを特徴とする方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法において、注射器本体（１２１）が前記注射器本体の前端方向に
横断面が減少する円錐台形状の、その上に外部固定要素（１２３）が配置された前端部分
（１２２）を含んで構成され、前記円錐台部分はその放射状の拡張を可能にするのに適し

域（１２４）を長手方向に備えて製造されることを特徴とする方法。
【請求項４】
　前記請求項１～３の何れか一つに記載の方法において、保護管（１０９；１０；３１；
５８）と注射器本体（１０１；１２１；１；２０；４２）のそれぞれの後端 持手段
によってその注入位置に固定されることを特徴とする方法。。
【請求項５】
　前記請求項１～４の何れか一つに記載の方法において、
　・注射器本体（１０１；１）はスリーブ（３）の形を有する前端を備えて製造され、
　・注射針（１１６；１５）が注射器本体の延長部に延長するように、注射器本体（１０
１；１）のスリーブ（３）の中に収納するのに適した形状の前面部分を有する、注射針（
１１６；１５）を備えた事前充填注射器（１１４；１３）を含む硬質容器が、注射器本体
（１０１；１）内に導入されることを特徴とする方法。
【請求項６】
　 記載の方法において、
　・注射器本体（２０）が、注射針（２３）を収納するのに適した横断面の穴（２２）が
長手方向に穿孔した突出部（２１） 、
　・注射針（２３）が、注射器本体の延長部内に能動注入部分（２３ａ）を有し、その内
部の中へ開口する穿孔部分（２３ｂ）を有するように注射器本体（２０）の突出部（２１
）の穴（２２）内に導入され、
　・注射針（２３）が注射器本体（２０）の突出部（２１）の穴（２２）に固定され、
　・注射針（２３）の穿孔部分（２３ｂ）によって穿孔されるのに適した密封部分（３５
）を備えた硬 前充填容器（３４）が注射器本体（２０）内に導入されることを特徴と
する方法。
【請求項７】
　 記載の方法において、
　・注射器本体（４２）が窓（４４）が貫通した前端壁（４３）によって密封された前端
を備えて製造され、前記前部壁と前記注射器本体の内部に開口している放射状内部導管（
４６）の間に延長している、その周辺壁内に配置された長手方向穴（４５）を含み、この
放射状の導管（４６）は前部壁（４３）から一定の距離に配置され、前記注射器本体の標
準内部横断面より小さな横断面の、前記放射状導管を内蔵する端室（５０）を、注射器本
体（４２）内で、形成する段差（４９）に対して長手方向に並置され、
　・注射針（４７）は、注射器本体（４２）の前部壁（４３）延長部内に能動注入部分（
４７ａ）を有するように長手方向穴（４５）内に導入され、
　・注射針（４７）は注射器本体（４２）の長手方向の穴（４５）内に固定され、
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　・前記注射器本体の内部段差（４９）に対して当接するのに適した横断面の硬質事前充
填管（６１）が注射器本体（４２）内に導入され、前記硬質管が、それぞれ前部と後部

摺動栓（６２、６３）によってその端のそれぞれに向かって密封され、前部栓（６３）
が、後部栓（６２）が前部壁（４３）に当接して、放射状の導管（４６）を外す位置に摺
動したときに、注射器本体（４２）の端室（５０）内に収納されるのに適した形状を有す
ることを特徴とする方法。
【請求項８】
　前記請求項１～７の何れか一つに記載の方法において、注射器本体（１０１；１２１；
１；２０；４２）の前端にキャップが付けられていることを特徴とする方法。
【請求項９】
　注射針（１１６；１５；２３；４７）を含む事前充填型の注入装置において、
　後端側に指保持要素（１０５；５；２６；５３）を備え、前端側に後退位置と拡張位置
の間で放射状に変形するのに適した外部固定要素（１０４；１２３；７－９；２７－２９
；５４－５６）を備えた、変形自在な 製の管状注射器本体（１０１；１２１
；１；２０；４２）と、
　後端側に注射器本体の拡張位置内で前記注射器本体の要素と対になった内部固定要素（
１１０；１１１；１１；３２；５９）を備え、注射器本体（１０１；１２１；１；２０；
４２）に沿って摺動することができるのに適した形状の管状保護管（１０９；１０；３１
；５８）と、
　注射器本体（１０１；１２１；１；２０；４２）の内部に導入され、前記注射器本体の
内部面と対になった外部面を有する、管状注射器本体より硬い材質の硬質事前充填容器（
１１４；１３；３４；６１）とを有し、
　注射器本体（１０１；１２１；１；２０；４２）の指保持要素（１０５；５；２６；５
３）に隣接して保護管（１０９；１０；３１；５８）の後端が位置し、
　保護管（１０９；１０；３１；５８）と注射器本体（１０１；１２１；１；２０；４２
）のそれぞれの固定要素（１０４、１１０、１１１；１２３、１１０、１１１；７－９、
１１；２７－２９、３２；５４－５６、５９）が協同状態にあり、
　前記保護管が、注射器本体の前端が保護管の前端より開放した位置である注入位置と、
注射器本体の前端より前方の延長部内に位置し使用後の注射針から保護する保護位置との
２つの位置の間で摺動することができるのに適したものであり、
　硬質容器と注射器本体の並進を相対的に固定するための手段（１０６；６；３０；５７
）を組み合わせたことを特徴とする注入装置。
【請求項１０】
　請求項９に記載の注入装置において、保護管（１０９；１０；３１；５８）と注射器本
体（１０１；１２１；１；２０；４２）のそれぞれの後端が、保護管に加えられた、それ
を前部の、使用後 保 置に向けて摺動させるための長手方向引張力の働きの下で降伏
することができるのに適した保持手段によってその後部注入位置に固定されるこ 特徴
とする注入装置。
【請求項１１】
　請求項９または１０に記載の注入装置において、注射器本体（１２１）がその部分に外
部固定要素（１２３）が配置された、前記注射器本体の前端方向に横断面が減少する前端
部分（１２２）を含み、前記円錐台形部分はその放射状の拡張を可能にするのに適し
域（１２４）を長手方向に備えていることを特徴とする注入装置。
【請求項１２】
　請求項９または１０に記載の注入装置において、注射器本体（１０１；１；２０；４２
）が、前記外部固定要素の放射状の変形を可能にするのに適した、外部固定要素（１０４
；１２３；７－９；２７－２９；５４－５６）に相対する少なくとも１つの長手方向溝（
１０２；２；２４；５１）を備えた周辺壁を含んでいることを特徴とする注入装置。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の注入装置において、注射器本体（１０１；１；２０；４２）が２つ
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の直径方向に相対する長手方向溝（１０２；２；２４；５１）を備えた周辺壁を含んでい
ることを特徴とする注入装置。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の注入装置において、注射器本体（１０１）が硬質容器（１１４）の
外径よりかなり大きな内径を有し、硬質容器（１１４）の外径と対になった直径を決定す
る、前記注射器本体の内部固定要素（１０４）に相対する長手方向内部リブ（１０３）を
含むことを特徴とする注入装置。
【請求項１５】
　請求項９～１４の何れか一つに記載の注入装置において、
　・一方の構成部品、注射器本体または保護管の固定要素が、その何れかの側に配置され
た、環状溝（７；２９；５６）と切欠（１１０、１１１；９；２７、２８；５４、５５）
を含む環状の突起の形を有する、
　・他方の構成部品、保護管または注射器本体の固定要素は、第１の構成部品の突起の溝
の底の外部区分と対になった区分を限定する環状のリブ（１０４；１２３；１１；３２；
５９）を含むことを特徴とする注入装置。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の注入装置において、一方の構成部品（１０９）、注射器本体または
保護管の上に配置され、前記構成部品の端に向かって位置づけられた固定要素の切欠（１
１０）が、前記固定要素の溝を限定する第２の切欠（１１１）の厚みを越える厚みを有す
ることを特徴とする注入装置。
【請求項１７】
　請求項１６に記載の注入装置において、一方の構成部品（１０９）、注射器本体または
保護管の上に配置された固定要素の第２の切欠（１１１）が、前記構成部品の弦に沿って
延長し、他方の構成部品（１０１）の環状のリブ（１０４）に相対する他方の構成部品（
１０１）の周辺に少なくとも等しい周辺を前記切欠で得るために適した前面を有すること
を特徴とする注入装置。
【請求項１８】
　請求項９～１７の何れか一つに記載の注入装置において、
　・注射器本体（１０１；１）がスリーブ（３）の形状を有する前端を含んでいる、
　・事前充填硬質容器は注射針（１１６；１５）を有し、注射器本体（１０１；１）のス
リーブ（３）内に収納されるのに適した形状の前部部分を有し、それによって注射針（１
１６；１５）が前記注射器本体の延長部内に延長できる事前充填注射器（１１４；１３）
を含んでいることを特徴とする注入装置。
【請求項１９】
　事前充填注射器（１１４；１３）が指保持フランジ（１１７；１６）を備えた後端を含
んでいる請求項１８に記載の注入装置において、注射器本体（１０１；１）が、その後端
に、前記フランジ（１１７；１６）を収納し、前記事前充填注射器（１１４；１３）の並
進固定を保証するのに適した放射状の切欠（１０６；６）を含むことを特徴とする注入装
置。
【請求項２０】
　請求項１９に記載の注入装置において、放射状の切欠（１０６）は、直径が注射器本体
（１０１）よりも大きなカップ型のリング（１０５）内に配置され、かつ前記注射器本体
の後部延長部内に配置され、前記リングは保護管（１０９）の後端の前部支えの役割を果
たすのに適していることを特徴とする注入装置。
【請求項２１】
　請求項２０に記載の注入装置において、放射状の切欠（１０６）内の遊びのない固定を
保証するために、注射器（１１４）のフランジ（１１７）によって作動するように配置さ
れた環状の変形自在な帯（１０７）を含んでいることを特徴とする注入装置。
【請求項２２】
　請求項１８～２１の何れか一つに記載の注入装置において、事前充填注射器（１１４；
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１３）が、注入の前に注射針（１１６；１５）を収納する着脱式キャップ（１１８；１７
）によって密封される注入装置。
【請求項２３】
　請求項９～１７の何れか一つに記載の注入装置において、
　・注射器本体（２０）が、その前端に向かって、注射針が前記注射器本体の延長部内に
能動注入部分（２３ａ）を有するように注射針（２３）を収納する穴（２２）によって長
手方向に穿孔された突出部（２１）と、その内部に開口している穿孔部分（２３ｂ）を備
え、
　・硬 前充填容器が注射針（２３）の穿孔部分（２３ｂ）によって穿孔されるのに適
した密封要素（３５）を備えたカートリッジ（３４）を含んでいることを特徴とする注入
装置。
【請求項２４】
　請求項２３に記載の注入装置において、カートリッジ（３４）の密封要素が、穿孔され
、初期段階で、注射針（２３）の穿孔部分（２３ｂ）の端から一定の距離になるように、
配置されるのに適した栓（３５）を含み、前記カートリッジがその他の端に向かって、プ
ランジャーの役割を果たす第２の栓（３７）によって密封されていることを特徴とする注
入装置。
【請求項２５】
　請求項２３または２４に記載の注入装置において、注射器本体（２０）がその後端に、
前記注射器本体の中に導入されたカートリッジ（３４）の並進固定を保証するのに適した
内部リブ（３０）を含んでいることを特徴とする注入装置。
【請求項２６】
　請求項２３～２５の何れか一つに記載の注入装置において、注射針（２３）の能動部分
（２３ａ）を収納するのに適したキャップ（３９）を含み、前記キャップと注射器本体（
２０）の突出部（２１）がそれらを着脱自在に固定するのを可能にするのに適した対にな
った掛け金要素（４０、４１）を備えていることを特徴とする注入装置。
【請求項２７】
　請求項９～１７の何れか一つに記載の注入装置において、
　・注射器本体（４２）は、窓（４４）によって穿孔された前端壁（４３）によって密封
された前端を備え、注射針が前部壁（４３）の延長部内に能動注入部分（４７ａ）を有す
るように注射針（４７）を収納する、その周辺壁内に配置された長手方向穴（４５）を含
み、前記穴が前記前部壁と前記注射器本体内部に開口している放射状の内部導管（４６）
の間に延長し、この放射状の導管（４６）が前部壁（４３）から一定の距離に配置され、
横断面が前記注射器本体の標準内部横断面よりも小さい、前記放射状導管を内蔵する端室
（５０）を、注射器本体（４２）内に、形成する段差（４９）に長手方向に並置され、
　・硬 前充填容器は、前記注射器本体（４２）の内部段差（４９）に当接するのに適
した横断面のカートリッジ（６１）を含み、前記カートリッジはそれぞれ前端と後端
その端のそれぞれに向かって、摺動栓（６２、６３）によって密封され、後部栓（６２）
がプランジャーの役割を果たし、前部栓（６３）は、後部栓（６２）が作動したときに、
前部壁（４３）に当接する位置で、注射器本体（４２）の端室（５０）内に収納されるの
に適した形状を有し、放射状導管（４６）への出入りを解放することを特徴とする注入装
置。
【請求項２８】
　請求項２７に記載の注入装置において、長手方向穴（４５）が注射針（４７）の後端の
止めとして内部中間段差（４８）を有することを特徴とする注入装置。
【請求項２９】
　請求項２７または２８に記載の注入装置において、注射器本体（４２）が、その後端に
、前記注射器本体内に導入されたカートリッジ（６１）の並進固定を保証するのに適した
内部リブ（５７）を含んでいることを特徴とする注入装置。
【請求項３０】
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質事

質事
と、



　請求項２７～２９の何れか一つに記載の注入装置において、注射器本体（４２）の前部
部分を覆い、注射針（４７）の能動部分（４７ａ）を収納するのに適したキャップ（６４
）を含んでいることを特徴とする注入装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
【０００２】
本発明は注入のための用量の液体を封入した事前充填型注入装置の製造法に関するもので
ある。それにはこの製造法に従って製造された注入装置も含まれるものとする。
【０００３】
【従来の技術】
【０００４】
現在市場に出ている全ての事前充填注射器は、使用に先立って針を保護するためのキャッ
プを有し、投与される注入のために除去され、次いで注射の後に交換してその後汚染した
針で刺す恐れをなくしている。
【０００５】
この種の設計には、針に再度キャップを付けるときにキャップはこの針の端の反対に装着
しなければならないことから来る大きな不便がある。事実この要求条件がかなり頻繁な穿
刺事故の原因であり、それには汚染した針で刺すことが関与するものなどのあらゆるリス
クが含まれる。加えて、かかる注射器は再使用を防止することを目的とする防護を一切提
供せず、それ故に、その廃棄処理に特別な注意を払わなければならない。
【０００６】
これらの重大な不都合にもかかわらず、使用の後の穿刺の恐れを防止し、その後の使用を
阻止するのに適した保護システムを注射器に備えることを目的とした合理的な解決策は、
工業的規模の製造の観点からも、注射器の使いやすさの観点からも、事前充填注射器に関
してはいまだに提案されていない。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
本発明の目的はこれらの不便を軽減することであり、その主たる目的は、低コストで、使
用後の穿刺の恐れをなくし、その後の再使用を防止するように設計された事前充填型の注
入装置を提供することである。
【０００９】
本発明のさらに別の目的は、上述の利点を兼ね備え、現在使用されているような伝統的な
事前充填注射器を組み込んだより安い注入装置を提供することである。
【００１０】
本発明のさらに別の目的は注射する液体を注入の時まで注射針から隔離することのできる
注入装置を提供することである。
【００１１】
本発明のさらに別の目的は、「無駄な」空間が極わずかで、そのため極少量の液体を注射
することのできる注入装置を提供することである。
【００１２】
本発明のさらに別の目的は、注入点に対して傾いた位置に注射器を保持することが要求さ
れる注入を可能にするのに特に適した注入装置を提供することである。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
【００１４】
この目的のために本発明は次の過程から成る注射針を含む事前充填型注入装置の製造法を
提供する：
・後端と呼ばれる一方の端に向かって指保持要素を備え、前端と呼ばれる他の端に向かっ
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て後退位置と拡張位置の間で放射状に変形するのに適した外部固定要素を備えた、変形自
在なプラスチック製の管状注射器本体を製造する過程と；
・後端と呼ばれる、その一方の端に向かって配置された、前記注射器本体の拡張位置で前
記本体の要素と対になった内部固定要素を含む、注射器本体に沿って摺動するのに適した
形状の管状保護管を製造する過程と；
・保護管の後端を注射器本体の前端に相対して装着して、前記保護管と注射器本体を互い
に摺動させ、この摺動が前記注射器本体の固定要素の放射状の後退によって可能になり、
それによって、前記保護管が注射器本体に沿って外部に延長し、少なくとも前記注射器本
体の前端が外れる、注入位置と呼ばれる、ある位置に注射器本体の指保持要素に隣接して
保護管の後端を静止させる過程と；
・注射器本体の外部固定要素を拡張位置に置き、前記固定要素のそれ以上の放射状の変形
を阻止するのに適した注射器本体の内部横断面と対になった外部横断面の硬質事前充填容
器を注射器本体内に導入し、前記硬質容器がその中に含まれる液体を注入するための手段
を備えている過程と；
・管状本体と硬質容器の互いの並進を固定する過程。
本発明による方法はそれ故に注射器本体と保護管の製造を含んでいた：
・その組立は最初に、前記注射器本体と保護管を互いに単純に摺動させることによって得
られ、この摺動は注射器本体の外部要素の放射状の後退によって可能になる、
・次いで、前記注射器本体の外部要素を放射状に拡張させ、その後の後者の放射状の変形
を阻止するように設計され、それによって保護管の前進位置への非可逆的固定を保証する
硬質容器を注射器本体の内部に導入することによって非変形構造が形成される。
【００１５】
このように、本発明による注入装置の製造はそれぞれが一方の要素を他方に対して長手方
向に摺動させることを含む２つの極めて単純な操作によって達成される。従って、この種
の製造は容易に自動化が可能であり、低いコストで注入装置の生産率を高めることができ
る。
【００１６】
加えて、生産された注入装置は一切の事故のリスクを阻止するように設計されている。事
実それは、注射が一旦投与されたら、穿刺の恐れなしに前面に摺動させられる保護管を備
えている、なぜなら針はこの保護管を注射器本体の前端方向に移動することによって再度
覆われるからである。さらに、一旦前進位置に来ると、この保護管は注射器本体に対する
並進が阻止され、それによって注入装置の再使用が防止される。
【００１７】
さらに注意すべき点として、注射器本体を硬質にする特別な役割を果たす硬質容器は製造
時の予備段階で設置するか、あるいは注入装置の使用時にだけ取り付けることもできる。
【００１８】
ここで強調しておきたいのは国際特許出願ＷＯ－９５０４５６５に保護管を備えた吸引注
射器が開示されていることである。言うまでもなく、その保護管はこれらの要素を組み立
てるために注射器に沿って摺動させられる。
【００１９】
それにもかかわらず、注射器は硬質プラスチック製であり、長方形の横断面を有し、それ
故に、本発明とは異なり、放射状方向に変形できない。
【００２０】
従って、実際には保護管は、機械的または手動動作で挟むことによってこの注射器が変形
するか、または保護管の後部突出部３０、３１が機械的または手動動作によって拡げられ
たときにしか注射器に沿って摺動できない。
【００２１】
さらにこの特許には次のように規定されていることに注意しなければならない：
・保護管と注射器内に備えられた窓は用量容器を見えるようにするという役割しかない、
・この用量容器は保護管がその前進位置に非可逆的に固定されることを保証するための硬
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化要素ではない、なぜなら、固定要素の設計上、この非可逆的固定は用量容器が注射器本
体内に格納されるか否かによって得られるからである。
【００２２】
事実、この特許に製造法が本発明のものにある程度類似している注入装置が記載されてい
るとしても、本発明の元になる一般的設計はこの特許の方法とは全く異なっている。
【００２３】
【発明の実施の形態】
【００２４】
第１の推奨実施態様によれば、注射器本体は、固定要素の放射状の変形を可能にするのに
適した、外部固定要素に相対する少なくとも１つの長手方向溝を備えた周辺壁を含んで製
造される。
【００２５】
この場合、注射器本体の外部要素の放射状の変形は少なくとも１つの溝の存在によって可
能になり、溝によってこの外部要素が後退して、保護管の内部固定要素が通過し、次いで
硬質容器が導入されたときに拡張できる。
【００２６】
第２の推奨実施態様によれば、注射器本体は、注射器本体の前端方向に横断面が減少する
円錐台形状の、その上に外部固定要素が配置された前端部分を含んで製造され、前記円錐
台部分はその放射状の拡張を可能にするのに適した弱くなった区域を長手方向に備えてい
る。
【００２７】
この場合、注射器本体の前端は、前記注射器本体を成型するときに、あらかじめ成型され
、保護管の内部固定要素が通過できるように後退位置内に外部固定要素を形成し、弱い区
域があるのでこの外部固定要素は硬質容器が導入されたときに放射状にその拡張位置に置
くことができる。
【００２８】
注入の前とその間に保護管の不意の摺動を防止するための推奨実施態様によれば、保護管
と注射器本体のそれぞれの後端は、保護管に加えられた、それを注射器本体に対して前面
に向けて摺動させるための長手方向引張力の働きの下で降伏するのに適した保持手段によ
ってその注入位置に固定される。
【００２９】
かかる保持手段は、保護管と注射器本体のそれぞれの後端に備えられた対になった閉鎖構
造を含むことも可能で、それによって脱着自在な仕方でそれらを固定することができる。
それらはまた、熱溶接、超音波溶接などのそれ自体周知の仕方で実現された少なくとも１
つの固定点を含むこともできる。
【００３０】
第１の推奨実施態様によれば、
・注射器本体はスリーブの形を有する前端を備えて製造される、
・注射針が注射器本体の延長部に延長するように、注射器本体の保護管の中に収納するの
に適した形状の前面部分を有する、注射針を備えた事前充填注射器を含む硬質容器が、注
射器本体内に導入される。
【００３１】
この実施態様は、硬質容器として、現在のガラス製注射器のような伝統的事前充填注射を
含み、かつ前記注射器に、低いコストで、使用後の事故の恐れに対して保障する保護シス
テムを備える、注入装置の製造を可能にする。
【００３２】
第２の推奨実施態様によれば：
・注射器本体は、注射針を収納するのに適した横断面の穴が長手方向に穿孔した突出部を
その前端に向けて備えて製造される、
・注射針は、注射器本体の延長部内に能動注入部分を有し、その内部の中へ開口する穿孔
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部分を有するように注射器本体の突出部の穴内に導入される、
・注射針は注射器本体の突出部の穴に固定される、
・注射針の穿孔部分によって穿孔されるのに適した密封要素を備えた硬質、事前充填容器
が注射器本体内に導入される。
【００３３】
この実施態様は、硬質容器として、その密封システムを注入の投与のために針で穿孔する
ことのできる任意の伝統的容器を含んで注入装置を製造できる。従って、この種の容器は
、例えば、歯科の分野で使用されるタイプの単純なカートリッジを含むことができる。
【００３４】
第３の推奨実施態様によれば、
・注射器本体は窓（ aperture）が貫通した前端壁によって密封された前端を備えて製造さ
れ、前記前部壁と前記注射器本体の内部に開口する放射状内部導管の間に延長している、
その周辺壁内に配置された長手方向穴を含み、この放射状の導管は前部壁から一定の距離
に配置され、前記注射器本体の標準内部横断面より小さな横断面の、前記放射状導管を内
蔵する端室を、注射器本体内で、形成する段差に対して長手方向に並置されている、
・注射針は、注射器本体の前部壁の延長部内に能動注入部分を有するように長手方向穴内
に導入される、
・注射針は注射器本体の長手方向の穴に固定される、
・前記注射器本体の内部段差に対して当接するのに適した横断面の硬質事前充填管が注射
器本体内に導入され、前記硬質管が、それぞれ前部と後部と呼ばれる、摺動栓によってそ
の端のそれぞれに向かって密封され、後部栓が、後部栓が前部壁に当接して、放射状の導
管を外す位置に摺動したときに、注射器本体の端室内に収納されるのに適した形状を有す
る。
【００３５】
この実施態様は、極少量の液体を注入するのに特に適した、「無駄な」空間が非常に少な
い注入装置の生産を可能にする。
【００３６】
さらに、注射針の位置が注射器本体に対して側面方向に配置されているので、その能動注
入部分の面を正しく方向付けることによって、この注入装置は注射針を注入点に対して斜
めの位置に保持する必要のある注射（例えば腹部内）を可能にするのに特に適している。
【００３７】
さらに、前述の用途分野のそれぞれにおいて、注射器本体の前端は、使用前に針を保護し
、後者による穿刺の恐れを防止するために、伝統的な仕方で、有利にキャップが付けられ
ている。
【００３８】
本発明は：
・後端と呼ばれる、その一方の端に向かって、指保持要素を備え、前端と呼ばれる他の端
に向かって、後退位置と拡張位置の間で放射状に変形するのに適した外部固定要素を備え
た、変形自在なプラスチック製の管状注射器本体と、
・後端と呼ばれる、その端の一方に向かって配置された、注射器本体の拡張位置内で前記
注射器本体のそれと対になった内部固定要素を備えた、注射器本体に沿って摺動すること
ができるのに適した内部横断面の管状保護管であって、
一方で注射器本体の指保持要素に隣接して保護管の後端が置かれ、他方で注射器本体の少
なくとも前端が外れる後方の注入位置と、
一方で保護管と注射器本体のそれぞれの固定要素が協同状態にあり、他方で保護管が注射
器本体の前端を覆い、その延長部内に延長している前方の使用後の位置、の２つの位置の
間で摺動することができるのに適した前記保護管と、
・注射器本体の内部に導入され、前記注射器本体の内部横断面と対になった外部横断面の
硬質事前充填容器と、
・硬質容器と注射器本体の並進を相対的に固定するための手段：
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とを含む事前充填型の注入装置も含む。
【００３９】
第１の推奨実施態様によれば、注射器本体はその部分に外部固定要素が配置された、前記
注射器本体の前端方向に横断面が減少する前端部分を含み、前記円錐台形部分はその放射
状の拡張を可能にするのに適した弱い区域を長手方向に備えている。
【００４０】
第２の推奨実施態様によると、注射器本体は、前記外部固定要素の放射状の変形を可能に
するのに適した、外部固定要素に相対して延長している少なくとも１つの長手方向溝を備
えた周辺壁を含んでいる。
【００４１】
この場合、さらに注射器本体は有利には２つの直径方向に相対する長手方向溝を備えた周
辺壁を有する。長手方向溝のこの配置は注射器本体がプラスチックの成型によって製造さ
れるときに実際に有利である。
【００４２】
本発明の別の特徴によれば、
・一方の構成部品、注射器本体または保護管の固定要素が、その何れかの側に配置された
、環状溝と切欠を含んだ環状の突起の形を有する、
・他方の構成部品、保護管または注射器本体の固定要素は、第１の構成部品の突起の溝の
底の区分と対になった区分を限定する環状のリブを含む。
さらに、一方の構成部品、注射器本体または保護管の上に配置され、前記構成部品の端に
向かって位置づけられた固定要素の切欠は、有利には前記固定要素の溝を限定する第２の
切欠の厚みを越える厚みを有する。
【００４３】
結果として、第１の切欠は注射器本体の放射状の変形を招いて、第２の切欠の通過を容易
にし、前記注射器本体への保護管の容易な装着を保証する。
【００４４】
さらに、本発明の別の特徴によれば、一方の構成部品、注射器本体または保護管の上に配
置された固定要素の第２の切欠は、前記構成部品の弦に沿って延長し、他方の構成部品の
環状のリブに相対する他方の構成部品の周辺に少なくとも等しい周辺を前記切欠で得るた
めに適した前面を有する。
【００４５】
このようにして保護管は、環状固定リブの上を第２の切欠が通過するときに単純に三角形
に変形され、この通過が起きるために放射状に拡張する必要がないので、前記保護管を使
用後にその前進した固定位置に持ってくるのが容易になる。
【００４６】
本発明の別の特徴によれば、注射器本体は硬質容器の外径よりもかなり大きな内径を有し
、前記注射器本体の内部固定要素に相対し、硬質容器の外径と対になった直径を決定する
、長手方向内部リブを含んでいる。
【００４７】
この配置は、硬質容器の周囲にラベルを配置するの可能にし、このラベルが形成する追加
の厚みにもかかわらず、硬質容器が導入されたときに注射器本体と硬質容器の間に密着を
得ることを可能にする。
【００４８】
この注入装置の第１の推奨実施態様によれば、
・注射器本体はスリーブの形状を有する前端を含んでいる、
・事前充填硬質容器は注射針を有し、注射器本体のスリーブ内に収納されるのに適した形
状の前部部分を有し、それによって注射針は前記注射器の延長部内に延長できる事前充填
注射器を含んでいる。
【００４９】
加えて、事前充填注射器が伝統的に指保持フランジを含んだ後端を備えているとき、注射
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器本体は好適にはその後端に、前記フランジを収納し、前記事前充填注射器の並進固定を
保証するのに適した放射状の切欠を含む。
【００５０】
さらに、放射状の切欠は好適には、直径が注射器本体よりも大きなカップ型のリング内に
配置され、かつ前記注射器本体の後部延長部内に配置され、前記リングは保護管の後端の
前部支えの役割を果たすのに適している。
【００５１】
この注入装置は有利には、放射状の切欠内の遊びのない固定を保証するために、注射器の
フランジによって作動するように配置された環状の変形自在な帯も含んでいる。
【００５２】
かかる帯の利点は、製造誤差による注射器のフランジの厚みの変動にもかかわらず、注射
器の完全な固定を保証することである。
【００５３】
この注入装置の第２の推奨実施態様によれば、
・注射器本体は、その前端に向かって、注射針が前記注射器本体の延長部内に能動注入部
分を有するように注射針を収納する穴によって長手方向に穿孔された突出部と、その内部
に開口している穿孔部分を備えている、
・硬質、事前充填容器は注射針の穿孔部分によって穿孔されるのに適した密封要素を備え
たカートリッジを含んでいる。
【００５４】
加えて、カートリッジの密封要素はそのとき好適には、穿孔され、初期段階で、注射針の
穿孔部分の端から一定の距離になるように、配置されるのに適した栓を含み、前記カート
リッジはその他の端に向かって、プランジャーの役割を果たす第２の栓によって密封され
ている。
【００５５】
この種の配置は注入される液体を注入時点まで注射針から分離することを可能にする。結
果として、また最初に、この液体は針ともそれを固定するのに使用された接着剤とも接触
していないので、汚染の恐れがない。さらに針は伝統的な方法のようにそれをキャップの
底に挿入することなどによって、密封する必要がないので、その貫通品質は完全に温存さ
れる。
【００５６】
この第２の推奨実施態様を提供する本発明の別の特徴によれば、注射器本体はその後端に
、この注射器本体の中に導入されたカートリッジの並進固定を保証するのに適した内部リ
ブを含んでいる。
【００５７】
この注入装置の第３の推奨実施態様によれば、
・注射器本体は、窓（ aperture）によって穿孔された前端壁によって密封された前端を備
え、注射針が前部壁の延長部内に能動注入部分を有するように注射針を収納する、その周
辺壁内に配置された長手方向穴を含み、前記穴が前記前部壁と前記注射器本体内部に開口
している放射状の内部導管の間に延長し、この放射状の導管が前部壁から一定の距離に配
置され、横断面が前記注射器本体の標準内部横断面よりも小さい、前記放射状導管を内蔵
する端室を、注射器本体内に、形成する段差に長手方向並置されている、
・硬質、事前充填容器は、前記注射器本体の内部段差に当接するのに適した横断面のカー
トリッジを含み、前記カートリッジはそれぞれ前端と後端と呼ばれる、その端のそれぞれ
に向かって、摺動栓によって密封され、後部栓がプランジャーの役割を果たし、前部栓は
、後部栓が作動したときに、前部壁に当接する位置で、注射器本体の端室内に収納される
のに適した形状を有し、放射状導管への出入りを解放する。
【００５８】
この種の注入装置は「無駄な」空間が極めて小さく、少量の液体を注入するのに特に適し
ている。さらに、注入する液体を注入の時まで注射針から隔離するのに適している。
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【００５９】
さらに、注射器本体は次に好適には、その後端に、前記注射器本体内に導入されたカート
リッジの並進固定を保証するのに適した内部リブを含んでいる。
【００６０】
【実施例】
【００６１】
本発明のその他の特徴、目的および利点は非排他的実施例として５つの推奨実施態様を示
す付属の図面を参照して下記の詳細説明を読むことによって明らかになるだろう。図面は
本明細書の不可欠な部分であり、下記の通りである：
【００６２】
図１は、使用の前の、本発明による注入装置の第１の実施態様の軸方向平面の長手方向断
面図である。
【００６３】
図２は使用後のこの注入装置の軸方向平面の長手方向断面図である。
【００６４】
図３はこの注入装置の注射器本体の軸方向平面の長手方向断面図である。
【００６５】
図４はこの注射器本体の後端の前面図である。
【００６６】
図５はこの注射器本体の前端の前面図である。
【００６７】
図６はこの注入装置の保護管の軸方向平面の長手方向断面図である。
【００６８】
図７はこの保護管の後端の前面図である。
【００６９】
図８から１１はこの注入装置の様々な製造段階を示している。
【００７０】
図１２中のａは保護管と注射器本体の組立前の本発明による注入装置の第２の実施態様を
示し、保護管は軸方向平面の長手方向断面図が、注射器本体は長手方向の図が示されてい
る。
【００７１】
図１２中のｂは放射状に後退した状態のこの注入装置の注射器本体の前端の前面図である
。
【００７２】
図１３中のａと１３中のｂは注射器本体と保護管を組み立て、硬質容器を導入した後の、
図１２中のａと１２中のｂに対応するこの注入装置の図である。
【００７３】
図１４は、使用の前の、本発明による注入装置の第３の実施態様の軸方向平面の長手方向
断面図である。
【００７４】
図１５は使用後のこの注入装置の軸方向平面の長手方向断面図である。
【００７５】
図１６は摺動を終えた保護管を示す、この注入装置の平面Ａの横断面図である。
【００７６】
図１７はこの注入装置の注射器本体の軸方向平面の長手方向断面図である。
【００７７】
図１８は、使用の前の、本発明による注入装置の第４の実施態様の軸方向平面の長手方向
断面図である。
【００７８】
図１９はこの注入装置の注射器本体の軸方向平面Ｃの長手方向断面図である。
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【００７９】
図２０は、使用の前の、本発明による注入装置の第５の実施態様の軸方向平面の長手方向
断面図である。
【００８０】
図２１は平面Ｄのその横断面図である。
【００８１】
図２２は注入の途中を示した、この注入装置の軸方向平面の部分長手方向断面図である。
【００８２】
図面に実例として示した注入装置は全て、放射状に変形する能力を有するのに適した注射
器本体と、注射器本体の周囲に装着するのに適し、注入後の針を保護するための保護管と
、製造のとき、または注入の直前に注射器本体内に導入され、特に注射器本体に非変形特
性を与えるための事前充填、硬質容器とから成る３つの主要構成部品を含む。
【００８３】
さらに、これらの装置の注射器本体と保護管はブタジエンスチレンなどの変形自在なプラ
スチック製である。
【００８４】
第１に、図１から７に示した注入装置は、図３から５に示した管状注射器本体１０１を含
み、その周辺壁は１０２のような２つの直径方向に相対する長手方向溝を備えている。
【００８５】
これらの溝１０２のそれぞれは注射器本体１０１の前部部分に備えられ、前記注射器本体
１０１の、後述の、固定要素に少なくとも等しい長さを有し、少なくとも前記固定要素に
相対して延長している。さらに、自動生産ライン上を輸送されるときに前記注射器本体が
互いに混乱しないようにそれらは注射器本体１０１の前記端に飛び出さない。
【００８６】
この注射器本体１０１はその前端部分に延長し、前記注射器本体の対称軸の周囲に均等に
配分されている１０３のような内部長手方向リブも含んでいる。
【００８７】
加えて、その前端部において、この注射器本体１０１は外部環状リブ１０４を含んだ外部
固定要素を含む。
【００８８】
後端側では、この注射器本体１０１は直径が前記注射器本体よりも大きく、前記注射器本
体の指保持要素を形成し、その中に１０６などの放射状の切欠が備えられているカップ形
状のリング１０５によって延長している。
【００８９】
加えて、注射器本体１０１の延長部内に直接このリング１０５の内部に変形自在な環状帯
１０７が配置されている。
【００９０】
最後に、この注射器本体１０１は後述の如くその後端から所定の距離に備えられた外部環
状リブ１０８を含んでいる。
【００９１】
図６と７に示した如く、この注入装置の保護管１０９は注射器本体１０１の環状の固定リ
ブ１０４の外径と対になった内径の円筒状の保護管を含んでいる。
【００９２】
この保護管１０９はその後端に配置され、注射器本体１０１の外部リブ１０４と協同する
ための内部固定手段を含んでいる。
【００９３】
これらの固定手段は、前記組の切欠の間で、注射器本体１０１の外部リブ１０４を収納す
るのに適した環状の室を形成するために軸方向にずらされた、１１０、１１１などの切欠
の２つの組を含んでいる。
【００９４】
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さらに、それぞれの組の切欠１１０、１１１は保護管１０９の長手方向軸の周囲に均一に
配分され、それぞれの組の切欠は保護管１０９を後退させることができるように他の組の
切欠に対してずらされている。
【００９５】
第１に、後部切欠１１０は保護管１０９の後端から延長し、前記保護管の内面に対して突
出している環状扇形の形状を有する。
【００９６】
さらに、これらの後部切欠１１０は面取りした後端１１２を有し、それらの前端で特別な
厚みを形成する環状のリブ１１３を含んでいる。
【００９７】
図７に示した如く、他の組の切欠１１１はその前部表面が保護管の内面の弦にそって延長
するように備えられている。加えて、それらは保護管１０９の前端方向に厚みが減少し、
前端から見たとき、図６に示した如くオジーブ形状がそれらに与えられる。
【００９８】
加えて、これらの切欠１１１はその前部環状リブ１１３に相対する後部切欠１１０の厚み
よりも小さい最大厚みを有する。
【００９９】
一方、この第１の実施態様の注射器は、例えばガラス製などの、伝統的タイプの事前充填
注射器１１４であり、伝統的に下記を含む：
・注射針１１６が装着された前面突出部１１５と、
・前記注射器の並進阻止を保証するために、注射器本体１０１の放射状の切欠１０６内に
収納されるのに適した、その後端の外部フランジ１１７と、
・液体の漏洩防止のためにその底に前記針の端が挿入される、使用に先立って注射針１１
６を保護するキャップ１１８と、
・プランジャーの役割を果たし、プランジャーロッド１２０と組み合わされた栓１１９。
【０１００】
この種の注入装置の組立段階は図８から１１に示した。
【０１０１】
最初に、保護管１０９は注射器本体１０１の前端に相対して装着され（図８）次いでそれ
に嵌合される。
【０１０２】
この嵌合の際に、保護管１０９の後部切欠１１０が、溝１０２が存在するので、注射器本
体１０１の環状リブ１０４を放射状に後退させる（図９）。
【０１０３】
そのうえ、これらの後部切欠１１０は他の切欠１１１よりも大きな厚みを有するので、こ
の放射状の変形によって、これらの切欠１１１が環状のリブ１０４を通過するのに何の問
題もない。
【０１０４】
使用後の切欠１１の環状リブ１０４の通過もこれらの切欠１１１の形状によって容易にな
るので、この通過の間に保護管の直径を増すことなしに保護管１０９の単純な三角形の変
形が得られる。
【０１０５】
装着が完了したとき、図１０に示した如く、注射器本体１０１は完全に保護管１０９内に
収納され、後者の後端は前面が前記注射器本体のリング１０５に当接する。
【０１０６】
さらにこの位置で、保護管１０９の後部切欠１１０は注射器本体１０１の環状リブ１０８
と連動して、後部切欠１１０がリブ１０８を横断させるのに十分な引張力がかけられない
限り、前記構成部品の並進を相対的に固定する。
【０１０７】
加えて、図１０に故意に強調したように注射器本体１０１の固定要素１０４はこの注射器
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本体１０１を作っている材料の性質から来る残留放射状変形を保持する。
【０１０８】
最後の段階で、事前充填注射器１１４は注射器本体１０１内に導入される。導入のこの時
点で、内部リブ１０３があるので、事前充填注射器１１４は注射器本体１０１の環状リブ
１０４を放射状に拡張させようとする。
【０１０９】
導入が完了したとき、注射器１１４のフランジ１１７が放射状切欠１０６内に収納され、
帯１０７があるのでその中で遊びがないように固定される。
【０１１０】
次に注射器本体１０１と保護管１０９は非変形構造を形成して、注入装置の使用後に、そ
れが前進位置に来たときに、保護管１０９の固定を保証する。
【０１１１】
さらに、保護管１０９が前方に摺動させられたときに、後部切欠１１０が前部リブ１１３
を有するので、前記切欠が注射器本体１０１のリブ１０８と摩擦したり、この並進に拮抗
することが防止されることに注意しなければならない。
【０１１２】
図１２中のａ、１２中のｂ、１３中のａ、１３中のｂは保護管１０９と上述のものと同様
な事前充填注射器１１４と、注射器本体１２１とを含む本発明による注入装置の第２の実
施態様を示し、注射器本体の後部は上述の注射器本体１０１と同一であり、そのため図示
されていない。
【０１１３】
この注射器本体１２１の特別な特徴はその上に外部環状固定リブ１２３が備えられ、前記
注射器本体の前端に向かって横断面が減少する円錐台形状を有するようにあらかじめ成形
された前部部分１２２を含むことである。
【０１１４】
この円錐台形部分１２２も注射器本体１２１の軸の周囲に配分されたより薄い長手方向線
を含む弱い区域１２４を有する。
【０１１５】
図１２中のａに示した如く、この種の設計は保護管１０９を容易に装着できるが、それは
注射器本体１２１の環状リブ１２３が放射状に後退位置にあって切欠１１０と１１１の通
過を可能にするからである。
【０１１６】
また、図１３中のａに示した如く、次に注射器１１４を注射器本体１２１内に導入し、一
旦保護管１０９が設置されると、円錐台形部分１２２に達し、弱い区分１２４があるので
、環状リブ１２３は放射状に拡張される。
【０１１７】
このため、上述のものと同じ利点を備えた注入装置が得られる。
【０１１８】
図１４から１６に示した本発明による注入装置の実施態様はその原理が第１の実施態様と
同じである。従って、それは図１７に示した管状注射器本体１を含み、その周辺壁は２つ
の直径方向に相対した２のような長手方向溝を備えている。
【０１１９】
その前端に向かって、この注射器本体１は事前充填注射器のための止め座を形成するのに
適した減少横断面のスリーブ３を形成する。
【０１２０】
後端に向かってこの注射器本体１は前部止め面を形成する外部環状段差４と、この段差の
後部部分の何れの側にも対称に延長している、５などの、２つの指保持突起を備えている
。突起５に相対して、この段差４は、後述の如く注射器を固定するために、丸い横断面の
内部切欠６も含んでいる。
【０１２１】
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最後に、この前端部分においてこの注射器本体１は、環状の溝７とその何れの側にも長手
方向に延長している、前記溝への出入りのための２つの傾いた勾配８、９とを含む、それ
ぞれの溝２に対して直角に中断している環状のボスの形を有する外部固定要素を含んでい
る。
【０１２２】
この第３の実施態様の保護管は内径が注射器本体のボス７－９の外部横断面と対になった
円筒状の保護管１０を含む。
【０１２３】
後端に向かって、この保護管１０は注射器本体の標準外部区分と対になった内部区域を限
定する内部環状リブ１１を含んでいる。
【０１２４】
最後に、その後端に、この保護管１０は、リブ１１の後端面と共に、注射器本体１の段差
４のそれと対になった前面止め面を形成する外部段差１２を含む。
【０１２５】
ここで、この第１の実施態様の注射器は伝統的タイプの事前充填注射器１３であり、上述
の場合と同様に下記を含む：
・注射針１５が装着され、頚部を形成し、その基部が注射器本体のスリーブ３の内面と協
同するのに適している前面突出部１４と、
・前記注射器の並進阻止を保証するために、注射器本体１の切欠６内に収納されるのに適
した、その後端の外部フランジ１６と、
・注射針１５を保護するキャップ１７と、
・プランジャーの役割を果たし、プランジャーロッド１９と組み合わされた栓１８。
【０１２６】
上述の如く、かかる注入装置の組立には注射器本体のそれぞれの後部段差４、１２が前面
で当接するまで保護管１０を注射器本体に沿って長手方向に摺動させる過程が含まれる。
【０１２７】
この組立が完了したとき、保護管１０と注射器本体１の後端は、前記保護管にかけられた
、それを前方に摺動させるための長手方向引張力によって降伏することができるのに適し
た、熱溶接、超音波溶接などで作った、少なくとも１つの固定点によって、段差４、１２
の結合面に相対して、固定される。
【０１２８】
最後に、事前充填注射器が注射器本体１内に導入され、その中に固定されるが、それはフ
ランジ１６と切欠６の協同によって、一旦導入されると、前記注射器本体の硬化が保証さ
れ、後者との非変形構造が形成されるからである。
【０１２９】
この組立が完了したとき、保護キャップ１７を外した後に伝統的な仕方で注入が投与され
る。
【０１３０】
注入の後、保護管１０に引張応力を加えることによってそれを前方に摺動させて、前記保
護管のリブ１１を注射器本体の溝７内で、注射針１５が保護管によって保護される位置に
移動される。
【０１３１】
図１８に示した注入装置は、注射器本体１の延長部内の能動注入部分２３ａとその内部に
開口している穿孔部分２３ｂを提供するように、接着剤などの既知の手段によって穴の内
部に固定された注射針２３がその中に導入される穴２２が長手方向に穿孔している突出部
２１を前端に向かって備えた、図１９に示した、管状注射器本体２０を含む。
【０１３２】
図１４から１６について述べたものと同様に、この注射器本体２０は２つの長手方向溝２
４と、何れの側にも２６などの２つの指保持突起が延長している外部後部段差２５と、環
状溝２９の何れの側にも長手方向に延長している２つのランプ２７、２８によって形成さ
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れるボスとを含む。
【０１３３】
加えて、この注射器本体２０は段差２５の後端において、後述の事前充填硬質容器の並進
を阻止するための内部環状リブ３０を含んでいる。
【０１３４】
ここで、この注入装置の保護管３１は上述のものと全く同一であり、注射器本体２０に沿
って摺動するために配置された後部内部リブ３２と、前記注射器本体の段差２５に当接す
るための後部段差３３とを含む。
【０１３５】
この注入装置の硬質容器は注射器本体の環状リブ３０によって固定される注射器本体内に
収納されるのに適した寸法の円筒状管の形のカートリッジ３４を含む
。
【０１３６】
前端において、このカートリッジ３４は注射針２３の穿孔部分２３ｂによって穿孔するの
に適した膜３６を形成するように内側に切断された栓３５によって密封され、後端におい
て、プランジャーロッド３８と組み合わされたプランジャーの役割を果たす第２の栓３７
によって密封されている。
【０１３７】
加えて、これらの２つの栓３５、３７は前部栓３５の膜３６が、後部栓３７が作動してい
ない限り、注射針２３の穿孔部分２３ｂの後端から一定の距離に置かれるように配置され
ている。このため、容器３４内に閉じこめられた液体は注入の時まで注射針２３から隔離
されている。
【０１３８】
最後に、この注入装置は注射針２３の能動部分２３ａを収納するのに適したキャップ３９
を含み、前記キャップと注射器本体の突出部２１はそれらを着脱自在に固定するのに適し
た対になった掛け金要素を含んでいる。
【０１３９】
実例において、これらの掛け金要素は突出２１の上に備えられ、キャップ３９の内部環状
溝４１と協同するのに適した外部環状リブ４０を含んでいる。
【０１４０】
この注入装置の組立と使用の原理は上述の注入装置と厳密に同じである。
【０１４１】
ここで、図２０から２２に示した注入装置は少量の液体を注入できるように特に設計され
ている。
【０１４２】
この注入装置は窓４４によって穿孔された前部壁４３によって前端が密封された管状注射
器本体４２を含む。
【０１４３】
この注射器本体はその周辺壁内に備えられ、前部壁４３と前記注射器本体内に開口し、前
記前部壁から一定の距離に配置された内部放射状導管４６の間に延長している長手方向穴
４５も含んでいる。
【０１４４】
この長手方向の穴４５は注射針４７を収納し、前記注射針の後端の止めとして、後者が前
部壁４３の延長部内に能動注入部分４７ａを有するのに適した内部中間段差４８を含んで
いる。
【０１４５】
注射器本体はこの注射器本体の標準内部横断面より小さい横断面の、前記放射状導管を含
む端室５０を、前記注射器本体内に形成するのに適した、放射状導管４６に対して長手方
向に並置された内部段差４９も備えている。
【０１４６】
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さらに、この注射器本体４２は５１などの２つの長手方向溝と、その何れの側にも５３の
ような２つの指保持突起が延長している外部後部段差５２と、環状溝５６の何れの側にも
延長している２つの長手方向勾配５４、５５によって形成されるボスを含んでいる。
【０１４７】
最後に、段差５２の後端で、この注射器本体４２は事前充填硬質容器の並進を阻止するた
めの内部環状リブ５７を含んでいる。
【０１４８】
ここで、この注入装置の保護管５８は上述のものに厳密に等しく、注射器本体４２に沿っ
て摺動するために配置された後部内部リブ５９と、前記注射器本体の段差５２に当接する
ための後部段差６０とを含む。
【０１４９】
さらに、硬質容器は注射器本体４２内に収納され、内部段差４９とその後部環状リブ５７
の間に延長するのに適した寸法の円筒状管の形のカートリッジ６１を含む。
【０１５０】
後端において、このカートリッジ６１はプランジャーロッド（図示されていない）と組み
合わされたプランジャーの役割を果たす栓６２によって密封され、また前端において、前
部壁４３に当接し、後部栓６２が摺動したときに放射状導管４６への出入りを解除する位
置で注射器本体の端室５０内に、図２２に示す如く、収納されるのに適した第２の栓によ
って密封されている。
【０１５１】
最後に、この注入装置は注射器本体４２の前部部分を覆うのに適し、注射針４７の能動部
分４７ａを収納するのに適したキャップ６４を含んでいる。
【０１５２】
一般的円筒の形状のこのキャップ６３は、それと連動するのに適した注射器本体４２の進
入勾配５５と対になった形状に拡幅された後端部分６４ａを有する。
【０１５３】
さらに、このキャップ６４内に収納された軸方向のロッド６５はカートリッジ６１の栓６
３と接触するために、注射器本体４２の前部壁４２の窓４４を通って延長するのに適して
いる。このように、この栓６３の変位、従って液体の不意の漏洩はキャップ６４が取り付
けられている限り阻止される。
【０１５４】
この注入装置の組立と使用の原理は上述の注入装置と厳密に同一である。
【０１５５】
加えて、その設計上、この注入装置は「無駄な」空間が極めて少なく、少量の液体の注入
に特に適している。加えて、注射器本体４２に対して側面方向に配置された注射針４７の
位置のために、またその能動注入部分４７ａの面取りを正確に向けることによって、この
注入装置は注入点に対して傾いた位置に注射針を保持する必要のある注入（例えば腹部）
を可能にするのに特に適している。
【図面の簡単な説明】
【図１】使用の前の、本発明による注入装置の第１の実施態様の軸方向平面の長手方向断
面図である。
【図２】使用後のこの注入装置の軸方向平面の長手方向断面図である。
【図３】この注入装置の注射器本体の軸方向平面の長手方向断面図である。
【図４】この注射器本体の後端の前面図である。
【図５】この注射器本体の前端の前面図である。
【図６】この注入装置の保護管の軸方向平面の長手方向断面図である。
【図７】この保護管の後端の前面図である。
【図８】この注入装置の様々な製造段階を示している。
【図９】この注入装置の様々な製造段階を示している。
【図１０】この注入装置の様々な製造段階を示している。
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【図１１】この注入装置の様々な製造段階を示している。
【図１２】ａは保護管と注射器本体の組立前の本発明による注入装置の第２の実施態様を
示し、保護管は軸方向平面の長手方向断面図が、注射器本体は長手方向の図が示されてお
り、ｂは放射状に後退した状態のこの注入装置の注射器本体の前端の前面図である。
【図１３】ａとｂは注射器本体と保護管を組み立て、硬質容器を導入した後の、図１２中
のａとｂに対応するこの注入装置の図である。
【図１４】使用の前の、本発明による注入装置の第３の実施態様の軸方向平面の長手方向
断面図である。
【図１５】使用後のこの注入装置の軸方向平面の長手方向断面図である。
【図１６】摺動を終えた保護管を示す、この注入装置の平面Ａの横断面図である。
【図１７】この注入装置の注射器本体の軸方向平面の長手方向断面図である。
【図１８】使用の前の、本発明による注入装置の第４の実施態様の軸方向平面の長手方向
断面図である。
【図１９】この注入装置の注射器本体の軸方向平面Ｃの長手方向断面図である。
【図２０】使用の前の、本発明による注入装置の第５の実施態様の軸方向平面の長手方向
断面図である。
【図２１】平面Ｄのその横断面図である。
【図２２】注入の途中を示した、この注入装置の軸方向平面の部分長手方向断面図である
。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】
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【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】
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